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修士論文要旨
　1980年代以降、東京都心部では、これまでに7,000基以上
にも及ぶ江戸時代の墓が発掘調査されている。これらの調
査の結果、埋葬施設や副葬品のバリエーションに富んだ江
戸の墓は、身分・階層の表徴としてとらえられるようになっ
た。しかし、子どもの墓に関する体系的な議論は、十分な
資料が得られなかったこともあり、積極的に進められてき
たとは言い難い。
　自然人類学では、徳川将軍墓の調査を契機として、いわ
ゆる「貴族的形質」に焦点を当てた研究が進められてきた。
また、推定身長や古病理についても、個別に研究が行われ
てきた。しかし、これらの研究では、江戸時代の中での時
間的変化や身分・階層差はほとんど着目されてこなかった
という問題がある。
　民俗学や文献史学、歴史人口学においても、子どもの生
死に関する研究が進められており、江戸時代における子ど
も観のあり方や、人口学的側面が明らかにされてきた。し
かし、これらの研究では村落が主な対象となっており、都
市の実態については未だ不明瞭な部分も大きい。
　そこで、本研究では、子どもの生死に関わる諸相の時間
的変化や身分・階層性の一端を読み解くことを目的とし、江
戸の墓地遺跡32遺跡より発掘された子どもの墓を、以下の
四つの論点に基づき分析を行った。
　一つ目は、都市江戸の子どもの墓制とその背後にある心
性、すなわち子ども観についてである。二つ目は、都市江
戸に生きた人々の身体や健康に関わる環境について、三つ
目は、乳幼児死亡や出生など、子どもの生死に関わる環境
についてである。そして四つ目は、心性、身体、環境とい
う異なる要素の関連性についてである。
　これらの論点に基づいて分析を行った結果、以下のよう
な知見が得られた。
　墓地遺跡の埋葬遺構の分析では、江戸の子どもの墓は、17
世紀から18世紀にかけて、被葬者の身分・階層差が反映さ
れるようになるとともに、埋葬施設や副葬品、埋葬場所の
点で成人の墓と区別されるようになることが明らかとなっ
た。
　八丁堀三丁目遺跡Ⅱおよび崇源寺・正見寺遺跡より出土
した人骨の分析では、身体的特徴や健康に関わる環境に、時
期や身分・階層により顕著な差が認められる側面と認めら
れない側面が存在したことが明らかとなった。
　被葬者の死亡年齢構成および性別構成の分析では、17世
紀から18世紀にかけて被葬者に占める子どもの割合の大き
な減少が見られ、また18世紀以降は子どもの割合および性
比に身分・階層差が存在したことが明らかとなった。
　これらの分析の成果を踏まえ、子どもの墓制の背景にあ
る子ども観、そして心性・身体・環境の三要素の関連性に
ついて考察を行った結果、次のような見解が得られた。
　子どもの墓制の変化は、子どもの死に対する関心の高ま
りを反映するものであるが、この変化は、元禄・享保期の
子育て論の発展など、子どもへの関心の全体的な高まりと
関連づけることができる。しかし、18世紀以降の江戸にお
ける子ども観は必ずしも一様ではなく、身分・階層により
異なる様相を呈していたと考えられる。上位の身分・階層
では、子どもは「家」の継承者であり、教育の対象であっ
た。一方、下位の身分・階層では、土器を母胎とみなす近
世以前からの類感呪術的な要素や、乳幼児と胞衣を類似し
たものとして扱う村落的な要素も加わり、死んだ子どもは
火消し壺、すなわち母胎に納められて元に戻されるべき特
異な存在として扱われていた。
　さらに、心性・身体・環境の三要素を総合的にみると、子
どもの生死に関わる諸相には、劇的に変化する側面とほと
んど変化しない側面、あるいは身分・階層差が明瞭に表れ
る側面と表れない側面が存在するという、多面的なあり方
がとらえられた。17世紀から18世紀には、生きることへの
関心の高まりや、住環境や食生活の大きな変化が見られた
が、衛生環境や栄養状態は依然として過酷であり、子ども
を取り巻く環境は全面的に改善したとはいえない。また、墓
制の中での子どもの扱いや、頭蓋形態、食生活や住環境か
らは、身分・階層に限定される社会状態が確実に存在した
ことがうかがえるが、身長および持続的なストレス環境か
らは、身分・階層を横断するような社会状態も存在したこ
とがわかる。
　本研究は、子どもの生死に関わる側面のほんの一端を明
らかにしたににすぎない。しかし、それらを積み重ね、総
合的につなぎ合わせていくことで、江戸の子どもの生死の
実像に近づくことができるだろう。
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